
あなたに伝えたい 

 

▼「あっち掃除してって言ったでしょ！しかも花

ちゃんはほうきじゃなくてぞうきん！いつも来

るのが遅いじゃない。おしゃべりしてて来るのが 

遅いよ！みんな待っているんだよ！」班長のあき

子は，みんなに聞こえるような大きな声で注意し

た。男子も「そうだ。そうだ。」 

と口をそろえる。「ひどい・・・。」と花ちゃんは

泣きながら帰りました。 

 

▼その夜，花ちゃんは悲しくなってお友達のリカ

ちゃんに泣きながらメールをします。 

 

 

▼リカチャンヘ聞いて。今日ね，あき子にいじめ

られた。男子の前で悪口を言われた！もう信じら

れないよー。ひどすぎて涙とまりません。 

この前もいやみ言われたし。もう学校いきたくな

い！いじわる言われるから・・。」 

 

 

▼そのメールを受け取ったリカちゃんは・・「え

ー大変！とあわてて花ちゃんに返事を送ります。

あき子に対してはひどいと怒っています。 

「はなちゃんへ あき子がそんないじわるして

たの？知らなかった！！花ちゃん，泣かないで。

明日，あき子のことみんなに言うから大丈夫だ

よ。」 

 

▼「今日の欠席は春野花子さんです。腹痛です。」 

 次の日

リカちゃんは
びっくり

花子ちゃんから
リカちゃんへの

メール

その夜

ある日



 

▼「花子ちゃん，昨日帰りに泣いてたんだよね。」

「どうしたのかな？なにかあったのかな。」『実は

昨日花ちゃんから泣いてるってメール来たの

よ。』 

「えーっ！どうしたの？」『あき子ちゃんにいろ

いろ男子の前で言われたらしいんだよね。いじめ

られたって書いてあったもん。』 

「それはひどい！」『ほら，前にもいろいろ言わ

れたらしいんだよね。花ちゃん言い返せる子じゃ

ないさぁ。だからいじめやすいんじゃないのぉ。』 

 

▼「リカちゃんが花ちゃんが昨日夜に，あき子ち

ゃんにいじめられたってメールきたってみんな

に言ってるよ。学校行きたくないって書いてあっ

たんだって。」 

『えー？」『花ちゃんのメールアドレス聞いて謝

りのメールしてみたら？』 

 

 

▼あき子は学校を休んでいる花ちゃんについて

考えました。花ちゃんになにをしてあげたらいい

のだろう。 

▼あき子はなぜそう考えたのだろうか・・・ 

 

 

▼「どうしようかな・・・。リカちゃん，あき子

ちゃんに言ったのかな。あきちゃんにきついこと

言われて学校休んじゃったけど 

わたしも悪かったんだよね。りかちゃんにあきち

ゃんの悪口書いたから学校行きづらいな。あきち

ゃん，まだ怒っているかな。 

いつもわたしにきついんだよね。あきちゃん・・。

学校明日どうしようかな・・。」ピンポーン！！ 

 

▼▼「花ちゃん・・大丈夫？」『あきちゃん！！』

「ごめんね。花ちゃん。いじわる言っているつも

りはなかったの。ほんとだよ。でも 

いらいらしてえばっていたかもしれない。ごめん

ね・・。」 

『あきちゃん，わたしこそごめんね。掃除遅れた

のはわたしが悪いし。あきちゃん悪くないよ。』 

あき子は
花子ちゃんのためにできることを・・

休んだ
花子ちゃんは・・
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「あのね，花ちゃん。リカちゃんが心配して，花

ちゃん夕べ泣いてたって。わたし，全然花ちゃん

の気持ち考えないで注意してたね。」 

『ごめんね・・・あきちゃん。そこまで考えてく

れたんだ・・。わたし，昨日リカちゃんにあきち

ゃんの悪口書いちゃったんだ。ごめんね。』 

「花ちゃん・・今日夜にメールしていい？」あき

子が嬉しそうに言う。 

 

▼その夜，花ちゃんとあき子とリカちゃんは互い

にメールを送りあいをしました。3 人は気持ちが

あたたかくなる気がしました。 

まるで心のかけ橋みたいのようでした。 

 

 

▼次の日，教室で楽しくおしゃべりをする 3 人の

姿がありました。・・・おしまい・・・☆ 

 

翌日の
教室で・・・

心のかけ橋みたいに・・・


